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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和2年3月26日(2020.3.26)

【公表番号】特表2019-510541(P2019-510541A)
【公表日】平成31年4月18日(2019.4.18)
【年通号数】公開・登録公報2019-015
【出願番号】特願2018-541640(P2018-541640)
【国際特許分類】
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   Ａ６１Ｌ   15/32     １００　
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   Ａ６１Ｌ   15/28     １００　



(2) JP 2019-510541 A5 2020.3.26

10

20

   Ａ６１Ｌ   15/30     １００　
   Ａ６１Ｌ   27/16     　　　　
   Ａ６１Ｌ   27/18     　　　　
   Ａ６１Ｌ   27/20     　　　　
   Ａ６１Ｌ   27/26     　　　　
   Ａ６１Ｌ   27/56     　　　　
   Ａ６１Ｌ   29/04     １００　
   Ａ６１Ｌ   29/04     １１０　
   Ａ６１Ｌ   29/04     ２００　
   Ａ６１Ｌ   29/06     　　　　
   Ａ６１Ｌ   29/12     　　　　
   Ａ６１Ｌ   29/14     　　　　
   Ａ６１Ｌ   29/14     ４００　
   Ａ６１Ｌ   27/50     　　　　
   Ａ６１Ｌ   31/04     １１０　
   Ａ６１Ｌ   31/04     １００　
   Ａ６１Ｌ   31/06     　　　　
   Ａ６１Ｌ   31/14     　　　　
   Ａ６１Ｌ   31/14     ４００　
   Ａ６１Ｌ   17/10     １００　
   Ａ６１Ｌ   17/12     　　　　
   Ａ６１Ｌ   17/04     　　　　
   Ａ６１Ｌ   15/42     １００　
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【手続補正書】
【提出日】令和2年2月10日(2020.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タンパク質の混合物及び少なくとも１つのポリマーを含む複合材料であって、前記タン
パク質の混合物は、異なる分子量の「ｍ」種のタンパク質を含み、前記混合物中の各タン
パク質は、独立して、大瓶状腺スピドロイン（ＭａＳｐ）タンパク質、又はその機能的相
同体、バリアント、誘導体若しくは断片、の反復領域のリピートを「ｎ」個含み、ｍ及び
ｎは、独立して２～７０の整数である、複合材料。
【請求項２】
　前記タンパク質の混合物が、
（ａ）各リピートが２ｋＤａ～３.５ｋＤａの範囲の分子量を有する；
（ｂ）「ｎ」対「ｍ」の比が１．５：１～１：１．５の範囲にある；
（ｃ）繊維、任意選択で少なくとも３０％の多孔度を特徴とする繊維、の形態にある、
からなる群から選択される１以上の性質を特徴とする、請求項１に記載の複合材料。
【請求項３】
　前記ポリマーが、合成ポリマー、熱可塑性ポリマー、熱硬化性エポキシ、ポリエステル
、ポリアミド、ポリオール、ポリウレタン、ポリエチレン、ナイロン、ポリアクリレート
、ポリカーボネート、ポリ乳酸（ＰＬＡ）又はそのコポリマー、シリコン、液晶ポリマー
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、無水マレイン酸グラフト化ポリプロピレン、ポリカプロラクトン（ＰＣＬ）、ゴム、セ
ルロース、又はそれらの任意の組み合わせであり、任意選択で、少なくとも１つのポリマ
ーは、非ＭａＳｐタンパク質由来のポリマーであってもよい、請求項１～２のいずれか一
項に記載の複合材料。
【請求項４】
　前記タンパク質のそれぞれが、独立して、配列番号１：
　　（Ｘ１）ｚＸ２ＧＰＧＧＹＧＰＸ３Ｘ４Ｘ５ＧＰＸ６ＧＸ７ＧＧＸ８ＧＰＧＧＰＧＸ

９Ｘ１０

（式中、Ｘ１が、独立して、各場合においてＡ又はＧであり、（Ｘ１）Ｚの少なくとも５
０％がＡであり、Ｚが５～３０の整数であり、Ｘ２がＳ又はＧであり、Ｘ３がＧ又はＥで
あり、Ｘ４がＧ、Ｓ又はＮであり、Ｘ５がＱ又はＹであり、Ｘ６がＧ又はＳであり、Ｘ７

がＰ又はＲであり、Ｘ８がＹ又はＱであり、Ｘ９がＧ又はＳであり、かつＸ１０がＳ又は
Ｇである）
に記載のアミノ酸配列を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の複合材料。
【請求項５】
　前記反復領域が、配列番号３（ＡＡＡＡＡＡＡＡＳＧＰＧＧＹＧＰＧＳＱＧＰＳＧＰＧ
ＧＹＧＰＧＧＰＧＳＳ）に記載のアミノ酸配列を含む、請求項１～４のいずれか一項に記
載の複合材料。
【請求項６】
　（ｉ）タンパク質の前記混合物を含まないポリマーの性質と比較して改善された少なく
とも１つの機械的性質；または（ｉｉ）少なくとも０.５ミクロンの厚さの層；を特徴と
し、前記性質が、ヤング率、引張強度、破断歪み、降伏点、靭性、破壊までの仕事量、衝
撃強度、引裂強度、曲げ弾性率、曲げ歪み及び特定の割合の伸長時の応力からなる群から
選択される、請求項１～５のいずれか一項に記載の複合材料。
【請求項７】
　前記タンパク質の総濃度が、前記複合材料の総重量の約０.１重量％～約１０重量％の
範囲にある、請求項１～６のいずれか一項に記載の複合材料。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の複合材料を含む物品であって、任意選択で生体適
合性材料又は埋め込み用材料をさらに含んでもよい、物品。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の複合材料と、薬学的に許容される担体と、を含む
医薬組成物。
【請求項１０】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の複合材料を作製する方法であって、前記複合材料
を形成するために、前記タンパク質の混合物を前記ポリマーに接着させる工程を含む、方
法。
【請求項１１】
　（ｉ）溶融ポリマーを取得するために前記ポリマーを溶融し、前記タンパク質の混合物
を前記溶融ポリマーに変換する工程；（ｉｉ）前記ポリマーを溶解して溶解ポリマーを取
得し、前記タンパク質の混合物を前記溶融ポリマーに変換する工程；（ｉｉｉ）前記ポリ
マーを押し出す工程；（ｉｖ）連続した電界紡糸により前記タンパク質の層を１つ以上形
成する工程；から選択される少なくとも１つの工程を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　（ａ）異なる分子量の「ｍ」種のタンパク質を含む繊維であって、前記「ｍ」種のタン
パク質における各タンパク質が、独立して、大瓶状腺スピドロイン（ＭａＳｐ）タンパク
質、又はその機能的相同体、バリアント、誘導体若しくは断片、の反復領域のリピートを
「ｎ」個含み、ｍ及びｎは独立して２～７０の整数である、繊維と、（ｂ）生体適合性材
料、細胞培地、細胞、又はそれらの任意の組み合わせと、を含む組成物。
【請求項１３】
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　前記生体適合性材料が、組織足場、医療用装置、創傷ケア包帯、又は縫合糸である、請
求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　細胞遊走を増強するか、細胞増殖を増強するか、細胞死を阻害するか、細胞の接着を増
強するか、又はそれらの任意の組み合わせのための方法であって、
　異なる分子量の「ｍ」種のタンパク質を含む繊維であって、前記「ｍ」種のタンパク質
における各タンパク質が、独立して、大瓶状腺スピドロイン（ＭａＳｐ）タンパク質、又
はその機能的相同体、バリアント、誘導体若しくは断片、の反復領域のリピートを「ｎ」
個含み、ｍ及びｎは独立して２～７０の整数である、繊維を含む組成物と、前記細胞と、
を接触させること
を含み、任意選択で、前記組成物は、表面上に接着していてもよいか細胞培地と混合され
てもよい、方法。
【請求項１５】
　表面上の所定数の細胞層をアセンブルするためのインビトロまたはエクスビボの方法で
あって、
　異なる分子量の「ｍ」種のタンパク質を含む繊維であって、前記「ｍ」種のタンパク質
における各タンパク質が、独立して、大瓶状腺スピドロイン（ＭａＳｐ）タンパク質、又
はその機能的相同体、バリアント、誘導体若しくは断片、の反復領域のリピートを「ｎ」
個含み、ｍ及びｎは独立して２～７０の整数である、繊維の所定量を前記表面に適用する
ことを含み、
　前記所定量が所定数の細胞層と相関し、
　任意選択で、記所定数の細胞層は、１～４枚の細胞層であってもよく、
　さらに任意選択で、（ｉ）１層が１×１０３～８×１０５の前記繊維／ｃｍ２を必要と
する；（ｉｉ）２層が４×１０５～１８×１０５の前記繊維／ｃｍ２を必要とする；（ｉ
ｉｉ）３～４層が１８×１０５の前記繊維／ｃｍ２を必要とする；のいずれか１つであっ
てもよい、
方法。
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